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   男性介護者が介護生活を乗り越えられたと捉えた内容の検討  
     －夫の妻への介護の振り返りを通してー  
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目的：介護を終了した男性介護者を対象に、介護を行っていた時期を振り返り、介護生活
を乗り越えられたと捉えた内容を明らかにする。（今回「男性介護者」は「夫」を指す） 
方法：研究対象は、在宅介護を行い現在介護を終了している男性介護者 5 名で、半構成的
面接を行った。分析方法は、質的記述的方法を用いた。データ収集期間は平成 23 年 7
月から 10 月であった。データ分析は共同研究者と共に行った。当大学の倫理委審査の
承認を受けている。 
結果及び考察 （≪≫カテゴリー、【】サブカテゴリー）  
男性介護者が、介護を振り返った時に「自分たちがなぜ介護生活を乗り越えることが
できたのか」と捉えた内容は、≪共に生きてきた妻との絆≫≪介護は自らの責務との意
識≫≪周囲からの見守りや相談相手の存在≫≪采配を振るいながら自らの方法での介護
の実施≫≪自己の生活のバランス調整≫≪在宅介護を中断し施設入所≫であった。  
妻と長年一緒に生活をする中で【行動を共に過ごすことでの絆】を培い、【妻の意思や
喜びの優先】をしたいという思いの中には ≪共に生きてきた妻との絆≫が存在をした。 
≪介護は自らの責務との意識≫ には、かつての「家族制度」の中で幼少期を過ご
した世代の男性介護者にとって、家長である自分が家族を守るべき、という意識が根強
くあると考えられた。それは、妻への介護を【夫としての責務】と感じ、「妻を幸せにで
きなかった思い・妻に辛い思いをさせたことの後悔」からの【過去の償い】、更には妻と
の絆から【自然に受け入れた介護】【気負わない介護】を行い【仕方ないと自分に言い聴
かせ】つつ介護を行っていたこととつながる。 
また、伝統的な性別役割分業の考えから、男性は家事や介護に対する社会的役割期待
は低い傾向がある。そのため【近隣からの気遣い】【周囲からの見守り】【介護の相談相
手の存在】等の ≪周囲からの見守りや相談相手の存在≫が抽出された。男性介護者は、
「不満の訴えや弱音を吐くことは少ない」傾向があるといわれているが、介護保険や社
会資源を活用し在宅介護をすることが一般的になる中で、心情の吐露はし難くとも相談
をし易い環境が整備され、介護への意識の変化があるのではないかと考えられた。  
また、男性介護者の介護の特徴として、介護の仕方が女性に比べて合理的であり、自
分の考える介護や自分のペースで行う介護の傾向がある、との報告がある。【自ら介護資
源・方法の選択・調整】【自らのやり方で行う介護】の ≪采配を振るいながら自らの方
法での介護の実施≫も同様であると考えられた。それは、男性介護者が社会の中で培わ
れた仕事の経験から、采配を振るうことや自らのやり方で介護を行う事に生かされてい
ると考えられた。更には、毎日の介護生活の中で、ストレスの蓄積も考えられるが、【無
理のない範囲の気分転換】【自己の心身休息のためのサービス利用】のように ≪自己の
生活のバランス調整≫を行い、自分の時間も大切にしながら介護が行われていた。しか
し、夫は後期高齢者が多く、身体的にもかなり負担が多い中で、中には【自己の心身休
息のための在宅介護の中断】【妻の胃ろう造設による在宅介護の中断】のように ≪在宅
介護を中断し施設入所≫の選択をする男性介護者も見られた。  
今後、近隣からの支援や相談者・協力者の存在の確認や情報提供、介護者の介護に対
する思いや現在の心理状況の把握や尊重、必要時施設入所も選択肢に含め男性介護者自
身が主体的な決定ができたと思える支援の必要がある 
H24.9 に開催される日本家族看護学会（東京）で発表予定である。 
